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三 重県 庁 FM 改 修モ デ ル を事 例 と して

庁舎建築

運 営維持

FM POE
員会

同

同

正 ○ 安藤 亨
・ ・

　北澤　美奈 ＊ 榊

　加藤　彰
一＊

1．背景 ・目的

　近 年、地 方 自治体保有施設の 老朽 化 が進 ん で い る状 況 か

ら、三 重県庁本庁舎（昭和 39 年建設）に お い て は、三重県

庁 FM 改修モ デル と して   4 階の 4 課 健 築住宅 課 ：平成

13 年 度 に は建 築開 発室 と建 築住宅室 の 2 室に分割 ・管財

営繕課 ・ま ちづ くり推進課 ・都市計画 課 〉、  4 階 フ ロ ア

全体、  本庁舎全体の 順 に FMサ イ クル （PDCA サ イ クル ）

を規模拡大的に 展 開 し、平成 12 年
〜14年に 改修 工 事をお

こ な い 、事 前 ・
事後評価 した。現在 は、改修後 の 施設を

効 果 的 に 運 用 し、継続 し て 適切な状態を運 営維 持 し て い

く段 階 とな っ て い る。

　本研 究 で は 改 修 工 事 とい うプ ロ ジ ェ ク ト管 理 が 完 了 し

た 後、FM 標 準 業務サ イ ク ル にお い て 、い か に継続的 に

オ フ ィ ス を 運 営維 持す る か を、本 庁舎改修 工 事 を 最初 に

行 っ た 本 庁舎 4 階の
一

部分 （4 課 ）の 範囲 に っ い て 、県庁

舎 オ フ ィ ス の 継続的な使用に よ るオ フ ィ ス の 特徴的 な 変

化、そ れ に 伴 う職員意識 の 変化 を調 査 し、オ フ ィ ス 計 画

の 変更 の 適当な時期に つ い て考察す る こ とを 目的 とす る

2 ．研 究の 方法

　経年 に よ る オ フ ィ ス の 変化 に つ い て は、改修 直後 の 平

成 13 年度 と調査時の 平成 2e 年度の オ フ ィ ス レ イ ア ウ ト

を比 較 し、職 員 意識 の 変化に つ い て は、ア ン ケート調査

に よ る職 員 満 足 度 、ワ
ークス タ イ ル に つ い て は コ ミ ュニ

ケ
ー

シ ョ ン の 発 生 場 所 を マ ッ ピ ン グ調 査 に よ り把握 し た 。
そ れ らよ り問題 点 を考察する。
3 ．調査 結果

3 − 1 ．オ フ ィ ス レイ ア ウ トの 変化

1）平成 13年度 オ フ ィ ス レ イ ア ウ ト （図 1）

　改修 工 事に お い て 、各課間の 間仕切 り を無 くし、執務

ゾー
ン

・入 り 口 に 近い 中央の 部分 に打合せ ゾー
ン ・自由

に設 定 で きる フ レ キ シ ブ ル ゾー
ン に 平 面 上 明確 に 分 け た。

　執務 ゾー
ン の 執務机 に っ い て は、組織 の フ ラ ッ ト化 に

よ り 8 基 の デス ク に よ り 1 っ の 島を 構 成 し、平 面 的 に 効

率 良 く最 大 限 に 机 が 配置で 出 来 る よ うに 計画 され て い る 。

2）平 成 20年 度オ フ ィ ス レ イ ア ウ ト （図 2）

　 当該 室 が 属 す る 部 に お い て 、試 験 的 に 下 記 の 変 更 が お

こ な われ た。
a ）席 を独 立 し、机 を 90度配 置変更 し離 した。
b＞ a）に伴 い 島で 8 人 を超 える人 数 が 配 置 され た。
c ）中央 に あ る共 用 の 打合 せ ス ペ ース が ロ ッ カー

に よ り隔

て られ
一

部 執 務ス ペ ース 側 に 取 り込 まれ た e

議蠱蠹鑾覊鏤蘓li
図 1　平成 13年度オ フ ィ ス レイ ア ウ ト図 （平成 12 年度 の 4 課 の 範囲 と同 じ〕

誌叢
図 2　 平成 2e 年度オ フ ィ ス レ イ アウ ト図
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3 − 2 職員満足度の 変化

　職員満足度調査 は、改修工 事前の 平成 12 年か ら平成

20 年ま で 継続的 に実施 し、8 の 評価軸別の 設問 と全体

評価の 設 問 を 5 段 階 で 評 価 （1〜5 を加 点 〉する ア ン ケ
ート方式で行 い 、評価 の 平均 につ い て 経年別 に まとめた

もの が表
・1 で あ る。最も特徴的な事例 を上げ る と、軸

別の ［皿 洪 有ス ペ ー
ス 」 と 「V ，デス ク廻 りの 環境」 は

経年に よ り評価値が 下 が り続 け て い る こ とが わ か る、

　 評価軸 皿 とV の うち、特 に 評価が 下 が っ て い る設 問 に

つ い て 、5 段階評価の 5 と 4 を 「○ 」、3 を 「一」、1 と 2

を 「X 」 として 再 集計 し％表 示 した もの が表一2 で あ る。

　表一2 に よ る と、評 価軸 皿 の 設問 「共 用 の 作業 ス ペ ー
ス

が あ る か 」、
「自由 に 打 ち 合わせ で き る ス ペ ー

ス があ る

か 」 は、両問 とも評価 × の 人数が H20 年 度 に半 数 を超 え、
併せ て 経年で 見 る とH18 年 度に評 価 × が 大 き く増加 し て

い る。ま た 、評 価軸 V の 設 問 「動線 が ス ムーズ に とれ て

い る か 」 は、H18 年度時点 で 評価 X が 半数を超えて い る。

　平成 18 年度 の オ フ ィ ス 状況で 顕著な点は既 報告文 1） よ

り、オ フ ィ ス の 1 人 当た り面積 が 、計 算上 の 標準面積 5．0
  ／人 文 1）に 対 しH18 年度で は 4，8   ／人 と 当初の 設定標準

を 下 回 っ てい る こ とが 分 か っ て い る。
3 − 3 ．レイ ァ ウ ト変 更 に よ る影 響

　 レ イ ア ウ ト変 更 が ワ ーク ス タイ ル に 影 響 を与 え る 要素で

あ る こ とは 既 に研 究 され て い る と こ ろ で あ り、今回 レ イ

ア ウ ト変更 に よ る 影 響 を把 握 す る為 に、コ ミ ュ ニ ケ ー
シ

ョ ン の 発 生 場 所 をマ ッ ピ ン グ調査 し た （平成 21 年 2 月 〉。
調 査 にお い て は、8 席 で 構成す る島型 の 部署（図 3）と レ イ

ア ウ ト変更 に よ り室長席を離 した部署 （図 4）を 比 較 した 。

　島型 の 部署 で は、室長 は 自席 で の 座 っ た 状態 で 周辺 の

職員 と の 会 話 と会 話 の 相 手 が 周辺 ま で 近 づ い て 会話を行

う場 合 が 多い の に 対 し 、 室 長席を分離 し た 部署 に お い て

は、会話 の 相 手 が 室 長 の 周 辺 ま で 近 づ い て き て お り、島

型 に比 べ 移 動 動線 の 確保 が髫要 に な る こ と が わ か る 。

4 ，ま とめ

　 本研 究 で は、継続的な オ フ ィ ス の 運 営維 持 を 目的 と した

オ フ ィ ス 計 画 の 変更の 適当な時期 に つ い て 、職 員 の 意識

の 変化 お よ び ワ
ー

ク ス タイ ル の 変化 よ り考 察 した。以 下

に結果をまとめ る。

  課長席 の 独立、打合 せ ス ペ ース の 移動等、オ フ ィ ス 計

　画 の 変更 は職 員 の 満足 度 に大 きな影響を与え て い る。

  オ フ ィ ス 計画 の 変更による ワ
ー

ク ス タイ ル の 変化 に つ

　い て も職員満足度 に影響 を 与 えて お り、と く に動 線 の

　変化 に よ る 影響 が 強 い 。

　以 上 よ り、職 員満 足 度 を保持 した オ フ ィ ス 計画 の 変更

時期 に つ い て は、そ れ に 伴 うワ
ーク ス タ イ ル の 変化 お よ

び 動 線変化 につ い て も 十 分考 慮 し、職員満足 度 と併 せ て

決定され る必 要 が あ る。

表
一2 職員満足度殻問別評価結果 の推移

皿 ：評価 軸皿 V ：騨 廼軸 V 鮃 価 1・2 ：x 評価a：一評価4・5：00 − x の単位 二％
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